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二
六
〇

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て

目
　
　
次

二
　
は
じ
め
に

二
、
漢
語
「
誕
生
」
の
読
法

三
、
平
安
時
代
の
伝
記
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法

四
、
平
安
時
代
以
前
の
和
文
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
使
用
状
況

五
、
平
安
時
代
以
前
の
日
本
漢
文
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
使
用
状
況

六
、
中
国
文
献
と
の
関
わ
り
－
漢
語
「
誕
生
」
の
受
容
径
路
1

七
、
お
わ
り
に

宇
都
宮
　
　
啓
　
　
吾

一
、
は
じ
め
に

近
年
、
漢
語
研
究
が
高
ま
り
を
見
せ
、
量
的
な
検
討
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
漢
語
の
意
味
、
用
法
に
関
し
て
の
詳
細
な
検
討
も
進
め
ら
れ

て
い
る
。

稿
者
は
、
前
稿
に
於
い
て
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
が
、
国
語
史
研
究
上
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
「
往
生
伝
」
に
求

（1）

め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
同
時
に
、
「
往
生
伝
」
、
又
、
広
く
は
伝
記
類
和
化
漢
文
に
注
目
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
。



本
稿
で
は
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
邦
の
伝
記
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
を
取
り
上
げ
、
出
生
の
対
象
、
即
ち
、
出
生
す

る
人
物
に
注
目
し
た
用
法
の
検
討
を
行
な
う
。

二
、
漢
語
「
誕
生
」
　
の
読
法

始
め
に
、
漢
語
「
誕
生
」
　
の
読
法
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

I
、
漢
語
「
誕
生
」
　
の
読
法

ま
ず
、
古
辞
書
の
用
例
を
検
討
す
る
と
、
次
の
＜
資
料
1
＞
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
黒
川
本
『
色
葉
芋
類
抄
』
を
始
め
と
し
て
、
執
れ
の
資

料
に
於
い
て
も
そ
の
読
法
を
「
タ
ン
ジ
ヤ
ウ
」
と
し
て
い
る
。

＜
資
料
1
＞
古
辞
書
の
用
例

・
誕
生
里
轟
㌣
）

↓
a
鼠
P

タ
ン
ジ
ヤ
ウ

誕
生

タ
ン
一
㌢
ヤ
ウ

誕
生

タ
ン
ジ
ヤ
ウ

誕
生

タ
ン
ジ
ヤ
ウ

誕
生

塙
ヾ
℃
寸
寸
　
（
闇
脾
）

（
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
中
夕
畳
字
9
ウ
8
）

く
m
a
r
e
V
u
r
u
．
　
（
肺
仲
買
か
か
）
　
江
肺
　
（
邦
訳
『
日
葡
辞
書
』
）

（
『
伊
京
集
』
　
4
2
・
8
）

（
饅
頭
屋
本
『
節
用
集
』
　
6
3
・
4
）

（
異
本
本
『
節
用
集
』
　
7
6
・
6
）

（
易
林
本
『
節
用
集
』
　
9
4
・
4
）

こ
の
＜
資
料
1
＞
の
古
辞
書
の
例
の
み
な
ら
ず
、
一
般
資
料
に
於
い
て
も
、
次
の
＜
資
料
2
V
の
『
三
帖
和
讃
』
の
よ
う
に
、
「
タ
ン
ジ
ヤ

ウ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

＜
資
料
2
＞
一
般
資
料
の
用
例

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
　
の
用
法
に
就
い
て
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タ
ム
「
シ
ヤ
ウ

・
誕
　
生
　
シ
テ
（
『
三
帖
和
讃
』
浄
土
高
僧
和
讃
1
2
3
・
1
）

こ
の
よ
う
な
例
の
存
在
に
よ
っ
て
、
漢
語
「
誕
生
」
は
、
「
タ
ン
ジ
ヤ
ウ
」
と
読
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
六
二

H
、
漢
語
「
誕
生
」
の
字
音
の
系
統

そ
し
て
、
こ
の
読
法
が
、
漢
音
読
、
呉
音
読
の
執
れ
で
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
と
、
以
下
の
呉
音
資
料
に
於
け
る
読
法
と
一
致
す
る
。

《
韻
鏡
》誕
‥
外
転
第
二
十
三
関

生
‥
外
転
第
三
十
三
関

《
呉
音
資
料
》

シ

　

　

タ

ン

・
示
0
。
誕
0
　
　
徒
早
反

0
シ
ャ
ウ
　
　
　
　
イ
ケ
ル

・

…

　

．

∴

《
漢
音
資
料
》

°
サ
イ
　
　
タ
ム
セ
シ
よ
り

・
載
　
誕
0

0

ト

　

　

0

コ

ウ

　

　

セ

イ

　

　

　

シ

・
杜
　
后
　
生
　
歯

山
摂
　
舌
音
　
早
韻
　
第
一
等
　
上
声

梗
摂
　
歯
音
　
庚
韻
　
第
二
等
　
平
声

（
高
山
寺
本
『
新
詳
華
厳
経
音
義
』
3
1
ウ
4
）

（
『
法
華
経
音
訓
』
9
・
3
・
4
）

こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
漢
語
「
誕
生
」
（
興
福
寺
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
侍
』
一
竺

（
長
承
本
『
蒙
求
』
　
1
0
）

は
、
呉
音
で
「
タ
ン
ジ
ヤ
ウ
」
と
読
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
平
安
時
代
の
伝
記
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法

本
邦
の
伝
記
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
が
如
何
な
る
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
為
に
、
平
安
時
代
の
伝
記
資
料
に
現
れ

る
漢
語
「
誕
生
」
の
出
現
状
況
と
そ
の
用
例
と
を
以
下
に
示
し
た
。
（
用
例
の
下
の
丸
括
弧
は
、
所
在
と
出
生
の
対
象
を
示
し
て
い
る
。
）



（
表
1
）
　
（
排
列
は
時
代
順
。
作
品
名
の
下
の
数
値
が
用
例
数
。
但
し
、
数
値
の
示
さ
れ
て
い
な

い
作
品
は
、

用
例
が
存
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
）

元
興
寺
伽
藍
縁
起

唐
大
和
上
東
征
博

空
海
僧
都
停

日
本
靂
異
記

鑑
眞
和
上
三
異
事

叡
山
大
師
侍

博
教
大
師
行
業
記

興
両
寺
縁
起

上
官
聖
徳
法
王
帝
説

慈
覚
大
師
侍

聖
徳
太
子
侍
暦

贈
大
僧
正
空
海
和
上
博
記

金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起

金
剛
峰
寺
契
定
第
三
侍
法
二
合
式
日

敬
勒
應
奉
造
併
塔
蔓
茶
羅
等
事

堅
師
記

大
師
御
行
状
集
記

博
数
大
師
御
行
状
記

日
本
往
生
極
楽
記

大
日
本
圃
法
華
験
記

繚
本
朝
往
生
博

拾
遺
往
生
博

後
拾
遺
往
生
博

三
外
往
生
記

本
朝
新
修
往
生
博

弘
法
大
師
御
博

高
野
山
往
生
博

普
麻
里
茶
羅
縁
起

諸
山
縁
起

粉
河
寺
縁
起

○
庸
大
和
上
東
征
侍

l
　
佃
語
弟
子
借
法
智
、
此
福
地
也
、
可
立
伽
藍
、
今
速
成
寺
、
可
謂
明
豊
之
先
見
也
、
和
上
謝
到
像
李
、
親
鳥
彿
便
、
（
‥
讐
眞
）

○
日
本
霊
異
記本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て
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2
　
即
依
皇
子
謝
到
千
時
朝
廷
大
賀
大
赦
天
下
不
加
刑
罰
（
1
5
0
・
5
‥
皇
子
）

3
　
延
暦
十
八
年
比
頃
。
丹
治
比
夫
人
蘭
到
一
王
子
。
（
郁
・
1
7
‥
皇
子
）

○
慈
覚
大
師
博

4
　
延
暦
十
三
年
。
大
師
謝
到
。
是
日
。
簸
碧
窟
鹿
上
。
（
柑
‥
最
澄
）

○
贈
大
僧
正
空
海
和
上
博
記

5
　
去
賛
亀
五
年
。
甲
寅
蘭
到
。
殊
有
異
相
。
（
4
9
0
‥
空
海
）

○
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起

（
マ
マ
）

二
六
四

6
　
母
者
阿
刀
氏
夢
見
天
竺
聖
人
衆
人
胎
中
懐
任
賓
亀
五
年
甲
寅
誕
生
也
（
6
＝
空
海
）

○
大
師
御
行
状
集
記

7
　
誕
l
生
l
條
第
三

傍
目
賓
亀
五
年
甲
寅
月
日
時
誕
。
懐
妊
十
二
箇
月
之
聞
。
錐
有
種
々
異
相
等
。
具
不
通
。
（
4
9
5
‥
空
海
）

○
拾
遺
往
生
博

8
　
母
慶
雲
四
年
丁
未
正
月
十
五
日
夜
夢
。
微
敷
蓮
花
二
重
。
従
空
飛
而
入
口
臭
。
覚
後
胸
中
春
物
。
逐
以
有
身
。
（
中
略
）
和
銅
元
年
戊

申
正
月
十
五
日
平
且
圃
到
。
（
巻
上
　
5
8
7
下
9
‥
善
仲
・
善
算
）

（
マ
マ
）

9
　
砂
門
開
成
者
相
原
天
皇
之
子
也
。
天
皇
在
藩
之
時
。
密
合
干
下
女
所
生
云
々
。
謝
到
之
日
。
母
無
育
櫛
。
（
巻
上
　
5
8
8
上
4
‥
開
成
）

0111

偏
所
一
事
。
以
限
七
日
。
第
四
日
暁
。
得
好
夢
蹄
。
遽
有
身
。
紳
護
景
雲
元
年
丁
未
大
師
誕
生
臭
。
（
巻
上
　
5
8
8
下
1
2
‥
最
澄
）

其
母
懐
孝
之
聞
。
身
心
多
義
。
誕
生
之
時
。

（
巻
上
　
5
9
5
下
5
‥
源
算
）

棄
之
路
上
。
更
不
復
願
。
馬
牛
去
而
不
踏
。

三
日
不
死
。

21

嘗
母
夢
。
天
人
衆
人
懐
中
。
費
後
有
身
。
誕
生
之
時
無
苦
痛
。
（
巻
中
　
机
上
6
＝
浮
蔵
）



○
後
拾
遺
往
生
博

1
3
　
其
母
物
部
氏
。
憂
無
一
子
。
所
講
三
賛
。
夢
坐
海
中
見
天
上
。
日
光
造
衆
人
懐
中
。
厭
後
不
久
有
身
。
延
喜
十
二
年
秋
九
月
三
日
午

剋
謝
到
臭
。
（
巻
中
　
6
5
3
上
1
6
‥
艮
源
）

〇
三
外
往
生
記

1
4
　
母
療
感
夢
。
逐
得
圃
到
也
。
（
机
上
2
‥
増
全
）

1
5
　
母
后
夢
。
胡
僧
来
云
。
婿
託
君
胎
。
夢
驚
之
後
。
不
歴
幾
程
。
皇
后
有
娠
。
十
箇
月
聞
。
后
不
嘗
掌
握
。
誕
生
之
日
。
紳
光
照
室
。

（
6
7
5
上
5
‥
二
品
法
親
王
）

○
弘
法
大
師
御
博

1
6
　
蘭
到
国
土

78
・
1
賓
亀
五
年
甲
寅
謝
到
。
（
中
略
）
耳
母
夢
㌻
畢
大
計
天
竺
飛
乗
び
：
天
瑞
等
懐
。
．
個
妊
船
。
．
癖
十
二
耳
謝
封
。
（
5
2
6
‥
空
海
）

l
○
高
野
山
往
生
博

1
9
　
母
夢
。
月
輸
入
胸
聞
。
即
以
懐
妊
。
永
承
三
年
戊
子
誕
生
　
（
6
9
9
上
1
2
‥
良
滞
）

以
上
の
用
例
か
ら
伝
記
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
　
の
出
生
の
対
象
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
の
素
姓
は
、
上
は
用
例
番
号
2
、
3
の

皇
子
か
ら
、
下
は
用
例
番
号
1
3
の
地
方
氏
族
の
子
息
ま
で
幅
広
い
範
囲
の
人
物
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
る
。
そ
し
て
、

漢
語
「
誕
生
」
　
の
使
用
さ
れ
る
場
面
の
表
現
に
ま
で
注
意
を
払
っ
て
み
る
と
、
点
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
出
生
に
際
し
て
、
用
例
番
号
4
の

如
く
紫
雲
が
響
い
た
り
、
用
例
番
号
6
の
如
く
母
親
の
夢
に
僧
侶
が
現
れ
る
等
の
、
仏
教
的
な
奇
瑞
表
現
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ

る
。そ

れ
を
次
の
＜
表
2
V
の
如
く
示
し
た
。

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
　
の
用
法
に
就
い
て
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甘 弘 一一 後 拾 大 金 贈 慈 ［ロ 唐 作同
野 法 ‾外 拾 口達 両日 剛

日大 心覚 本 大 晶

山 大 往 遺 往 御 峰 僧 大 塞 口寿 名

往 ‾巾凸臼 生 往 生 行 寺 正
而白
H
H

異 上
生 御 記 生 侍 状 建 空 博 記 東
博 侍 博 集

記
立
修
行
縁
起

海
和
上
博
記

征
博

91 6

7

8

1

1

1

4

5

1

1

31 8

9

10

11

12

7 6 5 4 奇
瑞
表
現
を
伴
ぅ
用
法

2

3

1 奇
瑞
表
現
を
伴
ゎ
な
い
用
法

「
誕
生
」
の
例
、
全
1
9
例
中
の
1
6
例
ま
で
が
奇
瑞
表
現
を
伴
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
又
、
用
例
1
の
『
唐
大
和
上
東
征
博
』
の
例
は
「
誕

生
像
」
と
い
う
例
の
為
に
出
生
時
の
表
現
が
現
れ
難
い
の
で
こ
れ
を
除
い
て
考
え
る
が
、
そ
の
他
、
奇
瑞
表
現
を
伴
わ
な
い
用
例
は
『
日
本

霊
異
記
』
の
例
（
用
例
2
、
3
）
で
皇
子
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
∵
万
、
奇
瑞
表
現
を
伴
う
漢
語
「
誕
生
」
の
使
用
は
、
執
れ
も
が
僧
侶

の
伝
記
、
つ
ま
り
僧
伝
資
料
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
れ
る
。
（
『
日
本
霊
異
記
』
は
そ
の
内
容
上
、
霊
験
記
で
あ
る
為
に
伝
記
と
し
て
扱
え
得
る
が
、



僧
伝
資
料
と
は
言
い
難
い
。
）
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
、
奇
瑞
表
現
を
伴
う
漢
語
「
誕
生
」
の
使
用
は
、
僧
伝
資
料
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
故
に
、
僧
伝
資
料
に
於
い
て
は
、
漢
語
「
誕
生
」
の
使
用
と
奇
瑞
表
現
と
の
間
に
は
相
関
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
理
解
出
来
そ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
奇
瑞
表
現
を
伴
う
漢
語
「
誕
生
」
は
、
僧
侶
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
又
、
素
姓
の
上
で
は
地
方
氏
族
の
子
息
ま
で
を

も
含
ん
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
、
漢
語
「
誕
生
」
に
関
す
る
先
行
研
究
と
比
較
し
て
み
る
。

従
来
の
説
と
し
て
は
、
佐
藤
喜
代
治
博
士
の
御
論
が
存
し
、
そ
こ
に
於
い
て
は
、
次
の
＜
参
考
1
V
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

＜
参
考
1
＞
佐
藤
喜
代
治
「
中
世
の
漢
語
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
国
語
学
』
8
4
　
昭
空
3
＝
『
国
語
語
彙
の
歴
史
的
研
究
』
昭
空
1
1
　
再

録
）

・
以
上
の
例
に
よ
っ
て
考
へ
れ
ば
、
平
安
時
代
は
皇
子
に
つ
い
て
「
降
誕
」

「
誕
生
」
と
い
ふ
語
を
用
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
（
中
略
）

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
皇
子
以
外
に
、
広
く
臣
下
に
も
「
誕
生
」
と
い
ふ
こ
と
が
あ
っ
た
か
否
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、

少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
臣
下
に
も
「
誕
生
」
と
い
ふ
こ
と
が
行
な
は
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
臣
下
の
場
合
で
も

高
貴
の
身
分
の
者
に
つ
い
て
用
ゐ
て
ゐ
る
。
（
傍
線
は
稿
者
が
私
に
施
し
た
。
）

先
に
検
討
し
た
如
く
、
僧
伝
資
料
に
於
い
て
見
出
さ
れ
た
奇
瑞
表
現
を
伴
う
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
は
、
出
生
の
対
象
に
皇
子
以
外
の
人

物
も
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
＜
参
考
1
V
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
用
法
の
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
が
、
本
邦
諸
文
献
の
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
の
中
に
於
い
て
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
る
べ
き
か
、
又
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
本
邦
の
僧
伝
資
料
に
現
れ
た
の
か
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討
を
進

め
て
行
く
。
（
論
を
進
め
る
際
に
佐
藤
論
文
と
用
例
が
重
な
る
も
の
も
存
す
る
が
、
取
り
扱
い
方
が
異
な
る
為
に
そ
の
旨
を
示
し
て
い
な
い
。
）

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て
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四
、
平
安
時
代
以
前
の
和
文
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
使
用
状
況

先
行
研
究
と
の
関
わ
り
か
ら
、
ま
ず
、
本
邦
文
献
を
検
討
す
る
。

平
安
時
代
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
に
関
す
る
考
察
を
行
な
う
に
際
し
て
、
ま
ず
、
和
文
に
於
け
る
用
例
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
和
文

を
以
下
の
如
き
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
検
討
し
た
。

＜
歌
集
＞
萬
葉
集
・
古
今
和
歌
集
・
後
撰
和
歌
集
・
伊
勢
集
・
賓
宮
集
・
曾
丹
集
・
馬
内
侍
集
・
四
條
宮
下
野
集
・
拾
遺
和
歌
集
・
後
拾
遺
和
歌

集
・
金
葉
和
歌
集
・
極
欒
願
往
生
歌
・
詞
花
和
歌
集
・
梁
塵
秘
抄
・
千
載
和
歌
集

＜
歌
論
＞
歌
緯
標
式
・
倭
歌
作
法
・
和
歌
式
・
和
歌
髄
十
種
・
類
衆
謬
・
新
撰
和
歌
髄
脳
・
新
撰
髄
脳
・
九
品
和
歌
・
能
因
歌
枕
・
隆
源
口
俸
・

俊
頼
髄
脳
・
奥
義
抄
・
和
歌
童
蒙
抄
・
袋
草
子

＜
散
文
（
物
語
・
随
筆
・
日
記
）
∨

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
土
左
日
記
・
平
中
物
語
・
大
和
物
語
・
多
武
峰
物
語
・
落
窪
物
語
・
婦
輪
日
記
・
宇
津
保
物
語
・
枕
草
子
・

和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
源
氏
物
語
・
い
ほ
ぬ
し
・
大
鏡
・
菜
花
物
語
・
夜
の
寝
覚
・
堤
中
納
言
物
語
・
更
級
日
記
・
濱
松
中

納
言
物
語
・
狭
衣
物
語

又
、
参
考
と
し
て
、
同
じ
平
仮
名
文
資
料
で
あ
る
＜
消
息
・
書
状
＞
を
加
え
、
四
類
の
文
献
群
に
漢
語
「
誕
生
」
の
例
が
存
す
る
か
否
か

を
確
か
め
る
こ
と
と
し
た
。

＜
消
息
・
書
状
＞

北
山
抄
紙
背
億
名
書
状
・
藤
原
行
経
書
状
・
大
納
言
房
譲
状
案
・
某
書
状
（
東
南
院
文
書
）
・
追
捕
便
山
口
清
任
書
状
・
奉
恒
書
状
案
・
根



来
要
書
文
書
・
虚
空
蔵
菩
薩
念
諦
次
第
紙
背
文
書
・
備
頂
抄
紙
背
文
書
・
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
文
書
・
濯
頂
阿
閣
梨
宣
旨
官
牒
紙
背

文
書
・
後
白
河
法
皇
展
翰
書
状
・
諸
備
菩
薩
繹
義
紙
背
文
書
・
三
賛
感
應
要
録
紙
背
文
書
・
源
頼
朝
書
状
・
藤
原
俊
成
傾
名
書
状
・
保

延
二
年
二
月
十
日
某
書
状
・
佐
伯
佐
長
譲
状
・
菅
原
定
隆
書
状
・
保
元
三
年
六
日
某
譲
状
・
文
泉
抄
紙
背
文
書
・
高
階
氏
女
菩
提
寺
譲

状
・
梶
原
景
時
室
書
状
寓

こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
の
和
文
に
於
い
て
は
、
漢
語
「
誕
生
」
の
例
は
次
の
『
大
鏡
』
の
中
の
1
例
の
み
で
あ
っ
た
。

2
0
又
の
と
し
五
月
四
日
こ
そ
は
冷
泉
院
は
誕
生
せ
し
め
た
ま
へ
り
し
か
　
（
『
大
鏡
』
2
1
3
・
9
）

こ
の
『
大
鏡
』
の
例
は
、
＜
冷
泉
院
＞
と
い
う
皇
族
（
皇
子
）
　
に
対
す
る
使
用
で
あ
り
、
従
来
の
指
摘
に
適
う
例
で
あ
る
。

和
文
は
、
「
和
語
」
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
、
漢
語
使
用
が
少
な
い
と
い
わ
れ
る
文
献
だ
け
に
、
漢
語
「
誕
生
」
の
使
用
も
少
な
い
。
こ
の

よ
う
な
資
料
に
於
い
て
は
、
従
来
の
指
摘
か
ら
外
れ
る
用
例
を
見
出
す
こ
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
和
文
で
は
一
般
に
、
次
の
＜
参
考
2
＞
の
例
の
如
く
、
「
む
ま
る
」
と
い
っ
た
語
が
「
誕
生
」
の
代
わ
り
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

＜
参
考
2
＞

・
咄
剖
現
し
時
よ
り
思
ふ
心
あ
り
し
人
に
て
故
大
納
言
い
ま
は
と
な
る
ま
て
た
ゝ
こ
の
人
の
宮
つ
か
へ
の
ほ
い
か
な
ら
す
と
け
さ
せ
た

て
ま
つ
れ
　
（
『
源
氏
物
語
』
桐
壷
1
4
・
3
）

そ
こ
で
、
平
安
時
代
の
和
文
は
、
僧
伝
資
料
に
於
け
る
奇
瑞
表
現
を
伴
っ
た
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
と
関
わ
る
と
は
考
え
難
い
と
い
う
結

果
に
な
る
。

五
、
平
安
時
代
以
前
の
日
本
漢
文
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
使
用
状
況

こ
こ
で
は
、
和
文
に
次
い
で
、
日
本
漢
文
と
称
さ
れ
る
日
本
人
の
手
に
な
る
漢
文
を
検
討
す
る
。
稿
者
が
調
査
し
た
文
献
を
、
以
下
の
如

き
八
類
に
分
け
て
検
討
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て

二
六
九
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＜
史
書
類
＞

古
事
記
・
風
土
記
・
日
本
書
紀
・
横
目
本
紀
・
日
本
後
紀
・
績
日
本
後
紀
・
日
本
文
徳
天
皇
責
録
・
日
本
三
代
宴
録

＜
古
記
録
類
＞

貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
檀
記
・
御
堂
関
白
記
・
左
繹
記
・
春
記
・
水
左
記
・
帥
記
・
後
二
條
師
道
記
・
長
秋
記
・
殿
暦
・
永
昌

記

＜
古
文
書
類
∨

古
京
遺
文
＊
・
績
古
京
遺
文
＊
・
雲
州
往
来
・
和
泉
往
来
・
高
山
寺
本
古
往
来
・
垂
髪
往
来
・
寧
欒
遺
文
＊
・
平
安
遺
文
＊
・
東
山
往

来
・
菅
丞
相
往
来
・
繹
氏
往
来
（
「
＊
」
の
付
さ
れ
た
も
の
は
、
賓
際
の
文
献
名
で
は
な
い
。
古
文
書
の
場
合
、
一
文
献
が
片
々
た
る
も
の
で
あ

る
烏
、
各
文
献
名
の
全
て
を
挙
げ
る
詳
に
は
い
か
ず
、
便
宜
上
、
そ
れ
ら
を
集
成
し
た
書
の
名
を
示
す
。
）

＜
法
制
書
類
＞

延
喜
式
・
令
義
解
・
令
集
解

＜
注
繹
書
類
＞

文
鏡
秘
府
論
・
作
文
大
健
・
口
遊
・
音
欒
根
源
抄
・
管
弦
音
義

＜
漢
詩
文
類
＞

懐
風
藻
・
凌
雲
集
・
文
華
秀
麗
集
・
経
図
集
・
遍
照
発
揮
性
雲
集
・
都
氏
文
集
・
田
氏
家
集
・
菅
家
文
革
・
菅
家
後
集
・
雑
言
奉
和
・

粟
田
左
府
尚
歯
合
詩
・
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
間
詩
行
事
略
記
・
善
秀
才
宅
詩
合
・
資
質
長
兼
南
卿
百
番
歌
合
・
扶
桑
集
・
本
朝
麗
藻
・

江
吏
部
集
・
侍
臣
詩
合
・
本
朝
文
粋
・
江
都
督
納
言
願
文
集
・
朝
野
群
載
・
本
朝
績
文
粋
・
高
山
寺
表
白
・
高
山
寺
本
表
白
集
・
本
朝

無
題
詩
・
法
性
寺
入
道
殿
御
集

＜
文
筆
類
＞



浦
島
子
侍
・
富
士
山
記
・
績
浦
島
子
博
・
新
猿
欒
記
・
玉
造
小
町
壮
衰
記
・
将
門
記
・
低
値
子
記
・
遊
女
記
・
狐
媚
記
・
暮
年
記
・
陸

奥
話
記

＜
教
義
書
類
＞

法
華
義
疏
・
因
明
論
疏
明
燈
抄
・
唯
識
論
疏
肝
心
記
・
三
教
指
蹄
・
往
生
要
集

こ
れ
ら
、
凡
そ
1
5
0
種
の
文
殿
中
に
、
漢
語
「
誕
生
」
の
例
は
現
在
、
2
7
例
を
見
出
せ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
例
を
出
生
の
対
象
に
着
目
し
て
分
類
す
る
と
、
大
き
く
は
三
類
、
細
か
く
は
五
類
に
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
以

下
に
検
討
し
て
い
く
。

I
、
用
法
の
検
討

A
君
主
　
（
の
子
女
）

①
天
皇
（
の
子
女
）

2
1
　
閏
九
月
丁
卯
。

223242

5

2

6272

天
皇
御
中
宮
。

皇
子
誕
生
焉
。
（
『
績
日
本
紀
』
神
亀
四
年
九
月
丁
卯
催
）

薦
皇
子
誕
生
。
赦
天
下
大
群
罪
巳
下
。
（
『
績
日
本
紀
』
神
亀
四
年
十
月
突
酉
條
）

僧
綱
及
僧
尼
九
十
人
上
表
。
奉
賀
皇
子
誕
生
　
（
『
繚
日
本
紀
』
神
亀
四
年
十
一
月
庚
子
條
）

天
皇
誕
生
。
有
乳
母
姓
神
野
。
（
『
日
本
文
徳
天
皇
賓
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
五
日
候
）

廿
五
日
丙
子
辰
剋
、
男
皇
子
誕
生
、
（
『
権
記
』
寛
弘
六
年
十
一
月
二
十
五
日
條
）

其
後
不
経
幾
年
頻
男
皇
子
誕
生
　
（
『
左
経
記
』
長
元
七
年
八
月
廿
五
日
條
）

於
左
伎
座
仰
云
、
自
今
日
三
ケ
日
、
於
神
祇
官
西
院
、
中
宮
平
安
可
令
誕
生
男
子
給
之
由
、
可
所
申
伊
勢
御
神
宮
者
、
（
『
左
繹
記
』
長

元
八
年
六
月
廿
日
條
）

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て
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千
時
申
一
刻
也
、
男
皇
子
誕
生
、
（
『
長
秋
記
』
元
永
二
年
五
月
廿
八
日
條
）

御
乳
付
事
、
康
和
元
年
御
謝
到
記
日
、
正
月
十
六
日
皇
子
御
誕
生
　
（
『
長
秋
記
』
元
永
二
年
五
月
廿
八
日
條
）

皇
子
誕
生
天
下
大
慶
事
　
（
『
長
秋
記
』
元
永
二
年
六
月
債
）

参
上
候
皇
子
誕
生
天
下
大
慶
也
　
（
『
長
秋
記
』
元
永
二
年
六
月
六
日
條
）

末
路
皇
子
誕
生
、
第
五
皇
子
、
（
『
永
昌
記
』
大
治
四
年
間
七
月
廿
日
條
）

進
御
謝
割
勘
文
、
（
『
永
昌
記
』
大
治
四
年
間
七
月
廿
一
日
條
）

我
朝
反
正
天
皇
割
判
時
、
歯
如
一
骨
。
是
又
未
即
位
時
放
鳥
稀
歯
皇
子
。
（
『
東
山
往
来
』
3
9
8
・
9
）

皇
女
誕
生
五
日
和
歌
井
序
　
（
『
本
朝
繚
文
粋
』
巻
十
　
和
歌
序
　
1
7
0
・
1
3
）

聖
主
御
誕
生
浴
殿
議
書
博
士
。
御
践
詐
之
初
。
必
昇
殿
。
（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
三
　
翫
月
　
2
9
上
1
4
）

長
慶
子

二
七
二

我
朝
欒
也
用
明
王
子
誕
生
之
時
作
之
　
（
『
音
楽
根
源
抄
』
川
聖

A
①
の
例
は
、
用
例
に
波
線
を
施
し
て
出
生
の
対
象
を
示
し
た
よ
う
に
、
執
れ
も
天
皇
（
の
子
女
）
の
出
生
に
対
し
て
使
用
さ
れ
た
漢
語
「
誕

生
」
　
の
例
で
あ
り
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
用
法
で
あ
る
。

②
公
主

3
8
　
抑
有
一
刻
封
詰
子
長
女
也
金
卿
譲
響
蘭
陵
恵
名
経
口
蒸
嘗
之
祀
未
忘
圃
到
之
恩
（
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
撃
一
2
5
オ
7
）

A
②
の
例
は
公
主
の
出
生
に
対
し
て
使
用
さ
れ
た
漢
語
「
誕
生
」
　
の
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
②
で
は
中
国
の
君
主
で
あ
る
公
主
の
出
生
に

対
す
る
用
法
の
例
で
あ
る
。

B
仏
教
者

①
彿
・
菩
薩



3
9
　
傭
法
典
繹
迦
如
来
、
渾
飯
王
即
位
冊
二
年
四
月
八
日
誕
生
（
『
紀
伊
園
金
剛
峯
寺
解
案
』
‰
棚
）

4
0
一
代
正
教
者
。
大
聖
牟
尼
之
所
説
也
。
誕
生
踏
蓮
。
藍
毘
園
之
風
先
香
。
経
行
観
樹
。
（
『
本
朝
績
文
粋
』
巻
十
二
　
願
文
上
　
2
0
5
・
9

4
1
　
夫
牟
尼
者
。
雄
鳥
子
而
世
雄
也
。
摩
耶
者
。
推
薦
母
而
人
倫
也
。
繹
氏
宮
中
。
告
別
於
謝
到
七
日
之
裏
。
（
『
本
朝
績
文
粋
』
巻
十
三
　
願

文
下
　
2
2
3
・
3
）

B
①
の
例
は
執
れ
も
債
や
菩
薩
の
出
生
に
対
す
る
用
法
の
例
で
あ
る
。

②
将
来
（
後
世
に
）
傍
や
菩
薩
と
な
る
べ
き
人
物
（
僧
侶
）

4
2
　
倍
燈
法
師
位
顧
蝋
蒜
轟
詔
佃
朋
累
加
謎
㌫
馳
琶
　
（
『
僧
奮
然
結
線
状
』
‰
轡

4
3
　
博
燈
法
師
位
萄
噺
蒜
諸
謂
恍
諸
宗
謎
露
地
榊
抽
酢
（
『
僧
脊
然
結
線
状
』
‰
4
5
6
5
）

4
4
　
右
温
室
洗
浴
之
行
者
、
得
度
成
彿
之
魂
也
、
依
之
簡
毎
年
七
月
七
日
之
良
辰
、
誓
欲
修
洗
浴
衆
僧
善
根
、
所
修
非
他
、
烏
父
寅
母
也
、

夫
慈
父
撫
育
之
徳
、
高
く
須
滞
、
悲
母
謝
到
之
恩
、
深
く
巨
海
、
（
『
珍
慶
田
地
施
入
状
』
‰
轡

こ
の
B
②
の
例
を
検
討
し
て
み
る
と
、
用
例
番
号
輿
4
3
の
例
は
、
傍
と
の
結
線
を
行
な
う
例
で
あ
り
、
又
、
用
例
番
号
4
4
の
例
は
、
点

線
を
施
し
た
よ
う
に
、
用
例
中
で
「
得
度
成
悌
之
謀
」
と
述
べ
、
執
れ
も
後
世
の
成
仏
を
願
う
文
章
中
に
漢
語
「
誕
生
」
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
②
の
例
は
、
″
将
来
（
後
世
に
）
価
や
菩
薩
と
な
る
べ
き
人
物
の
出
生
″
に
対
し
て
漢
語
「
誕
生
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
、
こ
の
B
類
②
の
用
法
は
、
B
類
①
の
価
や
菩
薩
に
対
す
る
使
用
に
準
じ
た
用
法
と

考
え
ら
れ
る
。

C
貴
族
①
貴
族
の
子
女

5464

開
明
法
博
士
有
眞
石
、
無
服
之
瘍
有
暇
之
由
見
令
文
、
但
誕
生
之
後
三
月
之
中
不
可
然
欺
如
何
者
、

有
眞
五
、
線
娘
之
薗
有
暇
之
催
三
月
以
後
之
事
也
、
謝
封
之
後
三
月
以
前
専
無
其
事
者
、
（
『
水
左
記
』
永
保
二
年
四
月
十
四
日
條
）

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
七
四

4
7
　
卯
時
誕
生
女
見
、
二
時
許
不
胞
落
、
仇
結
着
切
之
、
種
々
立
願
所
誓
、
（
『
檀
記
』
寛
弘
四
年
十
一
月
二
十
日
條
）

C
①
の
例
は
、
用
例
番
号
輿
4
6
の
例
の
「
無
服
之
蕩
」
と
い
う
語
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
子
供
の
死
」
と
関
わ
る
用
例
で
あ
る
。

又
、
用
例
番
号
4
7
も
、
『
檀
記
』
の
作
者
藤
原
行
成
の
娘
が
出
生
時
に
「
二
時
許
不
胞
落
」
で
あ
る
為
に
、
「
種
々
立
願
祈
誓
」
を
行
な
う
な

ど
、
こ
の
文
脈
か
ら
娘
が
死
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

実
際
、
「
胞
」
（
胎
盤
）
の
落
ち
な
い
こ
と
が
〝
子
供
の
死
″
の
如
く
に
捉
え
ら
れ
た
こ
と
は
次
の
＜
参
考
3
V
に
掲
げ
た
記
述
か
ら
も
窺

え
る
。＜
参
考
3
＞

・
行
基
菩
薩
。
層
姓
高
志
氏
。
和
泉
圃
大
鳥
郡
人
也
。
菩
薩
初
出
胎
。
胞
衣
裏
纏
。

父
母
忌
之
閣
樹
岐
上
。
（
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
行
基
）

そ
こ
で
、
こ
の
C
①
の
用
法
と
は
、
「
子
供
の
死
」
に
関
わ
る
場
合
に
限
っ
て
、
そ
の
出
生
の
対
象
が
執
れ
で
あ
る
の
か
を
問
わ
ず
に
漢
語

「
誕
生
」
を
使
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
子
供
の
死
」
に
対
す
る
当
時
の
考
え
方
、
い
わ
ば
、
民
間
信
仰
の
如
き
も
の
が
、
漢
語
「
誕
生
」
の
出
生
に
対
す
る
用
法
の
制

（2）

限
を
取
り
外
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
こ
の
点
に
就
い
て
は
、
用
例
数
が
少
な
い
た
め
に
明
確
な
こ
と
は
言
い
難
く
、
今
後
の
検
討
に
期
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま

ず
は
保
留
と
し
た
い
と
考
え
る
。

と
は
言
え
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
C
①
の
用
法
が
、
先
の
A
・
B
の
用
法
と
は
異
な
る
用
法
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
す
る
と
、
平
安
時
代
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
は
、
次
の
※
印
と
し
て
示
し
た
よ
う
に
、
A
類
か
ら
C
類
ま
で

の
大
き
く
は
三
類
に
分
類
で
き
、
そ
の
下
位
が
ま
た
幾
つ
か
に
細
分
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



※
漢
語
「
誕
生
」
　
の
用
法

A
君
主
（
の
子
女
）
　
に
対
す
る
使
用

①
天
皇
（
の
子
女
）
　
に
対
す
る
使
用

②
公
主
（
の
子
女
）
　
に
対
す
る
使
用

B
仏
教
者
に
対
す
る
使
用

①
併
・
菩
薩
に
対
す
る
使
用

②
将
来
（
後
世
に
）
価
や
菩
薩
と
な
る
べ
き
人
物
に
対
す
る
使
用

C
貴
族
①
貴
族
の
子
女
に
対
す
る
使
用

H
、
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
位
置

今
ま
で
に
述
べ
て
き
た
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
位
置
付
け
を
行
な
っ
て
み
る
。
そ
の
た
め
に
、

ま
ず
、
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
使
用
時
の
奇
瑞
表
現
の
存
在
意
義
に
就
い
て
考
え
る
。

僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
は
、
仏
教
的
奇
瑞
表
現
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
※
印
で
示
し
た
分
類
に
於
け
る
B
類
「
仏
教
者

に
対
す
る
使
用
」
　
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
奇
瑞
表
現
は
、
他
の
文
献
群
に
於
い
て
漢
語
「
誕
生
」
が
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は

存
在
し
て
お
ら
ず
、
表
現
レ
ベ
ル
に
於
い
て
、
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
　
の
用
法
の
独
自
性
を
示
し
て
い
る
。

更
に
、
こ
の
奇
瑞
表
現
は
、
単
な
る
表
現
レ
ベ
ル
に
於
け
る
独
自
性
を
示
す
に
は
留
ま
ら
な
い
と
考
え
る
。

僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
が
奇
瑞
表
現
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
は
、
一
種
の
仏
教
的
神
格
性
の
付
加
と
理
解
で
き
、
そ
し
て
、
僧

侶
に
対
す
る
仏
教
的
神
格
性
の
付
加
は
、
僧
侶
を
債
や
菩
薩
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て
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事
実
、
傍
や
菩
薩
の
出
生
時
に
奇
瑞
の
起
こ
る
こ
と
は
、
次
の
＜
参
考
4
＞
の
点
線
部
の
如
く
、
菩
薩
の
出
生
時
に
「
示
現
一
切
備
神
力
」

と
経
典
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
に
於
い
て
は
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

＜
参
考
4
＞

菩
薩
在
母
胎
中
示
現
一

切
彿
耐
力
甚
微
細
。

菩
薩
示
現
誕
生
事
甚
細
。
（
『
新
詳
華
厳
経
』
）

と
す
れ
ば
、
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
は
、
B
類
「
仏
教
者
に
対
す
る
使
用
」
の
②
の
如
き
「
将
来
（
後
世
に
）
傍
や
菩
薩
と
な

る
べ
き
人
物
に
対
す
る
使
用
」
で
は
な
く
、
現
時
点
、
即
ち
、
出
生
時
点
で
、
「
悌
・
菩
薩
に
擬
さ
れ
る
人
物
に
対
す
る
使
用
」
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
漢
語
「
誕
生
」
使
用
時
に
於
け
る
奇
瑞
表
現
の
有
無
が
単
な
る
表
現
レ
ベ
ル
に
於
け
る
独
自
性
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
発
想

レ
ベ
ル
に
於
け
る
独
自
性
を
も
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
、
B
類
の
項
目
に
、
こ
の
僧
伝
資
料
に
見
出
さ
れ
た
用
法
、
つ

ま
り
、
「
悌
・
菩
薩
に
擬
さ
れ
る
人
物
に
対
す
る
使
用
」
を
B
類
③
と
し
て
特
立
す
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
独
自
の
用
法
が
存
す
る
理
由
を
考
え
て
み
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
僧
伝
と
い
う
伝
記
の
性
格
が
関
わ
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
伝
記
に
於
い
て
は
、
特
定
の
人
物
が
記
録
さ
れ
る
だ
け
の
存
在
価
値
の
も
と
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
特
定
人
物
の

出
生
時
に
於
い
て
、
奇
瑞
を
記
録
し
、
漢
語
「
誕
生
」
を
用
い
れ
ば
、
そ
の
人
物
の
貴
さ
．
が
高
ま
り
、
と
り
わ
け
僧
侶
で
あ
れ
ば
仏
教
者
と

し
て
の
神
格
性
（
貴
さ
）
が
高
ま
り
、
そ
の
人
物
が
伝
記
と
し
て
の
僧
伝
に
記
録
さ
れ
る
だ
け
の
価
値
も
高
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
は
、
伝
記
人
物
（
伝
記
に
記
載
さ
れ
る
人
物
）
の
存
在
価
値
を
高
め
る
表
現
措
置
の
一
方
法

と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
奇
瑞
表
現
は
、
漢
語
「
誕
生
」
を
先
の
如
き
目
的
の
も
と
に
使
用
す
る
場
合
に
、
本
来
の
「
仏
や
菩

薩
に
対
す
る
使
用
」
に
準
ず
る
こ
と
を
明
示
し
、
伝
記
人
物
の
神
格
性
を
俳
や
菩
薩
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
為
に
付
加
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
替
え
れ
ば
、
伝
記
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
は
、
奇
瑞
表
現
に
よ
っ
て
伝
記
人
物
の
仏
教
的
神
格
性
が

高
め
ら
れ
た
と
き
に
の
み
存
在
し
得
る
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。



斯
く
の
如
く
人
物
の
存
在
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
文
章
は
伝
記
、
と
り
わ
け
僧
伝
に
於
い
て
は
想
定
し
易
く
、
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語

「
誕
生
」
の
用
法
は
、
伝
記
、
と
り
わ
け
僧
伝
と
い
う
文
章
の
性
格
に
立
脚
し
た
独
自
の
用
法
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
こ
の
点
に
就
い
て
は
、
今
後
と
も
検
討
を
重
ね
た
上
で
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
、
本
邦
文
献
の
中
で
も
僧
伝
資
料
に
独
自
の
位
置
を
占
め
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
の
出
自
を
考
え
る
為
に
、
本
邦

諸
文
献
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
例
を
時
代
別
に
排
列
し
、
用
法
別
に
分
類
を
試
み
る
。
そ
の
結
果
を
以
下
の
＜
表
3
＞
に
示
し
た
。

（
表
3
）
本
邦
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
別
時
代
排
列
（
B
類
③
備
・
菩
薩
に
擬
さ
れ
る
人
物
（
奇
瑞
表
現
を
伴
う
）
　
に
対
す
る
使
用
）

槽 紀 借 慈 贈 日 績 R
【
唐作

記

（

伊 斎 費 大 本 日 本 大晶
然
臼

口
古
＿
金 結 両日 正 徳 紀

（

異
＿
上 （類

三 剛
峯
寺

線
状

（

博 空 天
皇
貿

記

（

東
征
俸

用

法

、）ロ録 海
和
史

類
）

〈伝
＿

書 伝
＿解 古 記 上 録 類 記
． （－案 文 類 俸

＿ （
） 類 伝
＿（古

文
書
類
）

書
類
）

） 記
（伝
記
類
）

史
書
類
）

） 記
類
）

52 42 1

2

3

2

2

2

2

3 ①

A

②

93

①

B

2

3

4

4 ②

4 5 田

． ③

74

① C

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て
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一 江
都
珍
慶
金
剛
弘
法
一 後
拾
、

本
朝

本
朝
長
秋
＿

拾
遺
大
鏡
東
山
、

大
師
左
経
＿

水
左
＿

音
欒
南
野

二
外

氷
昌
＿根 山 督 田 峰 大 往 遺 無 記 績 記 往

（
往 御 記 記

源 往 納
＿
地 寺 師
．
生
＿＿
往 題
＿＿ （

文
、 （

生 口不 来 行
、 （ （少 生

侍

（一

吉 施
入
状

建 御
侍

（＿

記 生 詩 古
記
録
一

専 文
（古
文
嶺

状
集
記
ー
古
記
録

願
文

立
修
が

（
博

（＿

（ （ 三ロ （
） 記

録（注 伝
＿＿

漢
＿｝

準
＿

録
．

伝
＿＿釈 伝

＿
集
（
丁ィ 伝
＿
記
，
伝
＿
詩 類 詩 類 記 音 （一

類
）
類
）書

類
記
（
古
文
縁
起
記 類 記 文

類
） 文 ） 類 類 伝

＿類 漠
＿

類 ） 類 類 ） ） 記
） ） 詩

文
類
）

書
類
）

（伝
記
類
）

） ） ） ） 類
）

73 63 2

3

3

3

53 8

9

0

2

2

3

13 02 43 6

7

2

2

83

0

1

4

4

44

91 6 6

7

8

1

1

1

4

5

1

1

31 8

9

10

1

2

1

1

7

5

6

4

4



こ
の
＜
表
3
V
か
ら
、
僧
伝
資
料
に
独
自
な
B
類
③
「
悌
・
菩
薩
に
擬
さ
れ
る
人
物
に
対
す
る
使
用
」
と
い
う
用
法
は
、
本
邦
文
献
に
於

い
て
は
早
い
時
期
か
ら
用
例
が
存
在
し
、
又
、
そ
の
用
例
数
も
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
僧
伝
資
料
に
独
自
な
B
類

③
の
用
法
が
本
邦
に
於
け
る
他
文
献
の
用
法
か
ら
派
生
的
に
成
立
し
た
用
法
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
出
自
を
考
え
る
場
合
に
は
、
本
邦
文
献
以
外
を
検
討
す
る
必
要
が
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
中
国
文
献
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
例
に
就
い
て
検
討
す
る
。

六
、
中
国
文
献
と
の
関
わ
り
－
漢
語
「
誕
生
」
の
受
容
経
路
1

こ
こ
で
は
、
中
国
文
献
を
漢
籍
と
仏
典
、
又
、
本
邦
の
僧
伝
資
料
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
か
ら
中
国
の
伝
記
資
料
に
注
目
し
て
漢
語
「
誕

生
」
の
用
例
を
検
討
し
、
本
邦
の
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
の
出
自
と
な
り
得
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
但
し
、
C
と
し
た
用
法
、
即
ち
、
「
子

供
の
死
」
と
関
わ
る
用
法
は
、
本
邦
に
於
け
る
民
間
信
仰
と
関
わ
っ
て
い
る
か
と
も
疑
わ
れ
る
為
、
保
留
と
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、

A
・
B
二
類
の
用
法
を
対
象
と
し
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
本
邦
に
於
け
る
A
類
「
君
主
（
の
子
女
）
に
対
す
る
使
用
」
に
就
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
用
法
は
、
本
邦
に
於
い
て
も
「
公
主
（
の

子
女
）
」
に
対
す
る
使
用
、
即
ち
、
中
国
の
君
主
に
対
す
る
使
用
の
存
す
る
こ
と
か
ら
、
漢
籍
に
そ
の
出
自
を
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
漢
籍
に
そ
の
用
例
を
求
め
る
と
、
＜
参
考
5
V
の
如
く
、
君
主
に
対
す
る
使
用
例
が
見
出
さ
れ
た
。

＜
参
考
5
＞

・
今
沖
帝
母
虞
大
家
、
質
帝
母
陳
夫
人
、
皆
誕
生
聖
皇
、
而
未
有
構
競
。
（
『
後
漢
書
』
　
皇
后
紀
第
十
下
　
陳
夫
人
伝
）

又
、
次
の
＜
参
考
6
＞
に
示
し
た
『
康
照
字
典
』
の
記
述
も
参
考
に
な
る
。

＜
参
考
6
＞本

邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て

二
七
九
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二
八
〇

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

ホ

イ

　

　

　

　

リ

ニ

ス

　

　

　

ヲ

圃
幽
徒
－
日
干
切
。
園
幽
閉
働
富
－
早
切
。
園
幽
従
量
切
。
蛙
音
－
祖
。
岡
凶
詞
－
誕
也
。
開
国
妄
夢
天
皇
一
口
一

ア

ザ

ム

ク

　

　

　

　

　

チ

　

　

　

　

ニ

　

　

　

　

イ

ツ

ハ

ル

　

　

　

ア

ザ

ム

ク

也
。
園
幽
欺
也
。
園
田
間
幽
乃
逸
乃
諺
。
既
誕
。
園
誕
－
妄
。
岡
幽
欺
－
誕
。

ン

先
－
生
得
レ

キ
ヲ
　
　
ク
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
ヲ
　
ヲ
　
フ
　
ト

無
レ
誕
レ
之
平
。

易
レ
言
日
レ
誕
。

ス
ル
ド
キ
　
ハ
　
　
シ
テ

口
鋭
者
。
多
レ
誕
而
寡
レ
信
。
　
又
同
幽

伯
－
州
－
撃
日
。
子
姑
憂
三
子
－
曹
之
欲
l
一
背
－
誕
一
也
。
随
放
－
誕
也
。
日
　
羊
　
　
阪

ホ
シ
イ
マ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ク
　
へ
ヨ

ス
ル
ヲ
　
　
　
セ
ン
ト

ー
字
篤
y
誕
－
伯
一
。
　
又
－
　
」
－
一
口
大
－
也
。
闇
冊
問
問
凶
帝
乃
誕
敷
二
文
－
徳
一
。
囲
大
也
。
岡
田
…
幽
誕

ヘ

テ

ノ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

禰
二
灰
月
一
。
岡
幽
大
也
。
開
脚
費
－
語
群
。

ス

　

　

ヲ

誕
－
生
聖
皇
一
。

二

（
中

（
後
　
　
略
）

ノ

ル

ヽ

ヲ

フ

　

　

ト

略
）
　
　
又
固
幽
天
－
子
生
　
目
二
降
－
誕
一
。

こ
の
『
康
黙
字
典
』
に
於
い
て
は
、
種
々
の
字
義
が
存
す
る
が
、
、
そ
の
う
ち
、
「
生
ま
れ
る
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
「
誕
」
字
の
用
例
は
、

『
大
鹿
益
合
玉
篇
』
に
於
け
る
「
天
子
生
日
降
誕
。
」
と
あ
る
記
述
や
先
に
示
し
た
＜
参
考
5
＞
の
『
後
漢
書
』
の
例
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
か

ら
考
え
る
な
ら
ば
、
漢
籍
に
於
い
て
は
「
誕
」
字
を
君
主
（
の
子
女
）
に
対
し
て
使
用
す
る
用
法
が
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
「
誕
」

字
の
字
義
に
「
大
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
「
誕
生
」
が
「
大
い
な
る
生
ま
れ
」
と
も
理
解
で
き
、
「
誕
生
」
の
出
生
の
対
象
が
特
別
な

（3）

人
物
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
邦
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
の
内
、
A
類
「
君
主
（
の
子
女
）
に
対
す
る
使
用
」
は
、
漢
籍
の
用
法
を
出
自
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
本
邦
に
於
け
る
B
類
「
仏
教
者
に
対
す
る
使
用
」
に
就
い
て
検
討
し
て
み
る
。
こ
の
用
法
に
就
い
て
は
、
仏
典
の
中
に
そ
の
用
例



を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
、
次
の
＜
参
考
7
＞
の
如
き
例
で
あ
る
。

＜
参
考
7
＞

ア
、
・
菩
薩
在
母
胎
中
示
現
一
切
悌
紳
力
甚
微
細
。
菩
薩
示
現
謝
判
事
甚
細
。
（
『
新
詳
華
厳
経
』
）

・
衆
人
普
謂
后
生
菩
薩
必
有
悩
患
。
欲
現
安
穏
。
母
適
攣
樹
枝
菩
薩
誕
生
。
是
薦
菩
薩
権
方
便
。
（
『
樺
迦
譜
』
巻
〓

ィ
、
・
善
男
子
偏
於
一
切
三
千
大
千
悌
圃
土
中
或
衆
推
許
増
上
王
家
。
或
衆
推
許
大
福
田
家
同
時
入
胎
謝
到
長
大
受
欲
出
家
示
行
苦
行
。

捨
苦
行
。
己
成
等
正
餐
。
次
第
示
現
。
是
名
如
来
示
現
化
身
方
便
善
巧
。
（
『
解
深
密
擢
』
巻
五
）

ア
の
例
は
、
菩
薩
の
出
生
に
対
し
て
漢
語
「
誕
生
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
、
本
邦
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用

法
の
内
、
B
類
①
「
悌
・
菩
薩
に
対
す
る
使
用
」
　
に
通
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
イ
の
例
は
、
善
男
子
が
王
家
や
富
家
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
出
家
・
修
行
に
よ
っ
て
如
来
と
し
て
の
力
を
示
す
場
合
に
漢
語
「
誕

生
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
将
来
如
来
と
な
る
べ
き
人
物
の
出
生
」
に
就
い
て
漢
語
「
誕
生
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
、

本
邦
文
献
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
の
内
、
B
類
②
「
将
来
（
後
世
に
）
俳
や
菩
薩
と
な
る
べ
き
人
物
に
対
す
る
使
用
」
に
通
ず
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
邦
に
於
け
る
B
類
①
②
の
用
法
は
、
仏
典
の
用
法
を
出
自
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

又
、
本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
　
の
用
法
で
あ
る
B
類
③
「
備
・
菩
薩
に
擬
さ
れ
る
人
物
に
対
す
る
使
用
」
に
就
い
て
も

検
討
す
る
。
対
象
と
す
る
用
法
を
中
国
の
仏
典
や
伝
記
資
料
を
中
心
に
調
査
し
た
が
、
中
国
文
献
に
於
い
て
は
非
常
に
見
出
し
難
く
、
次
の

＜
参
考
8
＞
の
例
の
如
く
、
点
線
部
の
よ
う
に
奇
瑞
表
現
が
存
し
て
も
漢
語
「
誕
生
」
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
例
が
存
す
る
な
ど
、
本
邦
の

僧
伝
資
料
に
比
べ
て
使
用
例
が
乏
し
い
よ
う
で
あ
る
。

＜
参
考
8
＞本

邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
　
の
用
法
に
就
い
て
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・
繹
智
僚
姓
遵
氏
天
水
人
也
。
高
祖
弘
高
尚
其
志
。
父
景
申
州
録
事
参
軍
。
初
夢
梵
僧
執
錫
而
謂

師
奥
薗
有
痕
療
宰
及
厳
生
数
歳
卓
異
凡
童
。
（
『
華
厳
祖
師
侍
』
）

と
は
言
え
、
用
例
が
皆
無
な
わ
け
で
は
な
く
、
＜
参
考
9
＞
の
如
き
例
が
存
す
る
。

＜
参
考
9
＞

日
蓮
宜
賛
戒
浮
爾
身
。
逐
驚
覚
。
又

比
丘
尼
妙
法
俗
姓
李
氏
京
兆
長
安
也
母
関
氏
初
夢

一
梵
倍
持
三
重
蓮
花
授
而
語
之

立
字
種
蓬

花
（
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
法
華
経
博
記
』
第
六
）

こ
の
例
は
、
＜
参
考
9
＞
で
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
を
引
用
し
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
邦
に
伝
わ
っ
た
文
献
で
あ
り
、
又
、

＜
参
考
1
0
＞
『
探
要
法
華
験
記
』
の
中
に
も
引
用
さ
れ
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
。

＜
参
考
1
0
V

・
比
丘
尼
妙
法
〔
者
〕
（
ハ
「
京
兆
長
安
（
ノ
）
人
也
・
母
夢
に
（
ミ
ラ
）
ク
一
（
リ
ノ
）
梵
僧
三
聾
の
蓮
花
（
反
）
（
ヲ
）
持
（
チ
）
之
（
反
）

（
ヲ
）
授
（
ケ
テ
）
日
（
バ
ク
）
汝
－
宜
（
シ
ク
）
護
－
持
す
ベ
シ
（
ト
）
即
（
チ
）
妊
－
気
（
反
）
有
（
リ
）
遂
に
誕
l
日
割
（
ス
ル
）
コ
ト

ヲ
得
た
り
。
（
『
探
要
法
華
験
記
』
下
1
8
ウ
）

そ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
て
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
、
本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
で
あ
る
B
類
③
「
彿
・
菩
薩

に
擬
さ
れ
る
人
物
に
対
す
る
使
用
」
も
そ
の
出
自
を
中
国
の
伝
記
資
料
に
求
め
ら
れ
、
と
り
わ
け
、
中
国
の
僧
伝
資
料
を
出
自
と
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
上
、
「
僧
伝
」
と
い
う
点
で
共
通
す
る
中
国
文
献
と
本
邦
文

献
と
が
漢
語
「
誕
生
」
の
受
容
に
関
し
て
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
、
自
然
な
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
漢
語
「
誕
生
」
に
関
す
る
中
国
文
献
と
本
邦
文
献
と
の
受
容
経
路
を
考
え
る
。
そ
の
為
に
ま
ず
、
本
邦
に
於

（4）

け
る
各
用
法
を
資
料
別
に
観
る
と
、
次
の
※
印
「
本
邦
に
於
け
る
各
用
法
の
資
料
別
分
類
」
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

※
本
邦
に
於
け
る
各
用
法
の
資
料
別
分
類



A
君
主
（
の
子
女
）
　
に
対
す
る
使
用

①
天
皇
（
の
子
女
）
　
に
対
す
る
使
用

・
史
書
類

・
古
記
録
類

・
注
釈
書
類

・
漢
詩
文
類

②
公
主
（
の
子
女
）
　
に
対
す
る
使
用

・
漢
詩
文
類

B
仏
教
者
に
対
す
る
使
用

①
悌
・
菩
薩
に
対
す
る
使
用

・
漢
詩
文
（
願
文
）
類

・
仏
教
教
義
書
類

・
古
文
書
類

②
将
来
（
後
世
に
）
価
や
菩
薩
と
な
る
べ
き
人
物
に
対
す
る
使
用

・
古
文
書
類

③
彿
・
菩
薩
に
擬
さ
れ
る
人
物
（
奇
瑞
表
現
を
伴
う
）
に
対
す
る
使
用

・
伝
記
（
僧
伝
）
類

C
貴
族
①
貴
族
の
子
女
に
対
す
る
使
用

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て
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・
古
記
録
類

そ
し
て
、
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
漢
語
「
誕
生
」
に
関
し
て
、
出
自
と
な
る
べ
き
中
国
文
献
か
ら
本
邦
文
献
へ
と
い
う
受
容
上
の
流
れ
を

示
す
と
、
次
の
＜
図
1
＞
の
如
き
図
と
な
る
。

＜
図
1
＞
本
邦
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
　
の
受
容
経
路

書



つ
ま
り
、
＜
図
1
＞
の
如
く
、
本
邦
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
　
の
受
容
経
路
を
考
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
経
路
が
複
数
に
な
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
僧
伝
資
料
に
於
け
る
B
類
③
「
彿
・
菩
薩
に
擬
さ
れ
る
人
物
に
対
す
る
使
用
」
の
用
法
は
、
受
容
経
路
の
一
つ
と
し
て
特
立
さ

れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
漢
語
「
誕
生
」
に
関
し
て
、
本
邦
に
於
い
て
僧
伝
資
料
が
独
自
の
用
法
を
有
し
て
い
た
理
由

は
、
本
邦
の
他
文
献
に
於
け
る
他
の
用
法
の
派
生
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
他
文
献
に
於
け
る
他
の
用
法
と
は
異
な
る
出
自
、
又
、
他
文
献
に

（5）

於
け
る
用
法
と
は
異
な
る
受
容
経
路
を
有
し
て
い
た
為
と
考
え
ら
れ
る
。

七
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
の
う
ち
、
奇
瑞
表
現
を
伴
い
、
「
悌
・
菩
薩
に
擬
さ
れ
る
人
物
に
対
す
る
使
用
」
と
い
う
用
法
が
本
邦

に
於
い
て
は
僧
伝
資
料
に
独
自
の
用
法
で
あ
り
、
＜
僧
伝
∨
と
い
う
文
章
の
性
格
に
立
脚
し
た
用
法
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。
そ
の
よ
う

な
意
味
に
於
い
て
、
漢
語
の
用
法
に
関
す
る
一
間
題
と
し
て
本
稿
を
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
従
来
報
告
さ
れ

て
い
な
い
用
法
で
あ
り
、
僧
伝
資
料
を
中
心
と
す
る
伝
記
資
料
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

語
史
研
究
に
於
け
る
伝
記
資
料
、
伝
記
類
和
化
漢
文
の
資
料
的
価
値
を
も
示
し
得
る
と
考
え
る
。

又
、
漢
語
受
容
史
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
本
邦
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
が
、
一
語
形
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
用
法
上
の
出
自
が
大
き
く
は

二
種
、
細
か
く
は
、
三
種
に
分
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
於
け
る
検
討
か
ら
、
漢
語
受
容
史
研
究
に
於
い
て
、
「
漢
語
一
語
形

に
対
す
る
出
自
の
複
層
性
」
と
い
う
観
点
を
入
れ
る
必
要
も
起
こ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
中
国
文
献
に
出
自
を
求
め
る
場
合
に
、
従

来
は
、
漢
籍
と
仏
典
と
い
う
二
つ
を
想
定
し
て
い
た
観
が
存
す
る
が
、
本
稿
に
よ
っ
て
、
仏
典
の
下
位
分
類
、
若
し
く
は
伝
記
資
料
を
特
立

す
る
可
能
性
も
窺
わ
れ
る
。
又
、
同
時
に
、
今
後
は
、
出
自
の
観
点
に
於
い
て
、
漢
籍
の
下
位
分
類
の
方
法
を
も
考
え
て
い
く
可
能
性
も
起

（6）

こ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
　
の
用
法
に
就
い
て
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そ
の
よ
う
な
点
に
於
い
て
、
本
稿
は
、
本
邦
に
於
け
る
漢
語
受
容
史
の
一
間
題
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。

以
上
、
本
稿
は
、
「
誕
生
」
と
い
う
漢
語
の
語
史
研
究
と
し
て
、
又
、
漢
語
「
誕
生
」
を
手
懸
り
と
し
た
伝
記
資
料
、
伝
記
類
和
化
漢
文
の

資
料
的
価
値
の
一
側
面
を
も
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
提
示
し
た
い
。

注（
1
）
‥
拙
稿
「
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
に
就
い
て
－
「
往
生
伝
」
を
出
自
と
す
る
漢
語
の
存
在
－
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
五
輯
　
武

蔵
野
書
院
　
平
4
・
5
）

（
2
）
‥
当
時
に
於
い
て
子
供
の
死
が
呪
術
的
な
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
民
俗
学
の
立
場
か
ら
の
指
摘
も
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
又
、
次
の
記
事
（
敦

文
親
王
が
四
歳
で
死
ん
だ
と
き
の
葬
送
に
関
す
る
記
事
）
も
参
考
に
な
る
。

・
殿
被
仰
云
、
今
夕
相
異
僧
等
奉
送
若
宮
者
如
何
、
又
奉
送
置
之
後
、
暫
付
人
於
近
連
可
令
守
護
也
、
若
是
有
厭
魅
之
者
、
郎
近
過
間
者
鵠
令

防
禦
也
、
予
申
云
、
令
相
異
給
之
事
不
可
候
者
也
、
七
歳
之
中
尊
卑
只
同
事
也
、
別
事
不
可
候
欺
者
、
長
久
退
出
、
今
朝
召
陰
陽
師
被
間
日
時

方
角
、
今
日
成
時
巽
之
方
言
云
々
、
後
聞
、
剋
限
巳
成
、
相
異
禰
裸
胞
衣
奉
裏
之
後
、
大
舎
人
頭
長
命
奉
持
行
也
云
々
、
左
兵
衛
尉
基
行
、
右

兵
衛
尉
貿
友
同
供
奉
之
云
々
、
皆
歩
行
云
々
、
無
常
之
理
筆
札
難
轟
者
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
水
左
記
』
承
保
四
年
九
月
七
日
條
）

（
3
）
＝
「
誕
」
字
の
字
義
に
は
「
偽
（
い
つ
わ
り
）
」
の
意
味
も
存
す
る
。
「
誕
生
」
の
字
義
が
「
大
」
で
あ
る
か
、
「
偽
」
で
あ
る
か
は
明
確
に
L
が
た

く
、
今
後
の
検
討
に
期
す
べ
き
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
中
国
に
於
い
て
、
「
誕
生
」
の
出
生
の
対
象
と
し
て
特
別
な
人
物
に
対
し
て
も
使
用
さ
れ

る
こ
と
は
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
に
於
い
て
は
、
こ
の
確
認
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
。

（
4
）
‥
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
か
ら
み
た
和
化
漢
文
資
料
の
分
類
が
和
化
漢
文
の
文
体
的
特
徴
と
如
何
に
関
わ
る
か
と
い
う
点
に
就
い
て
は
今
後
の
課
題

と
な
る
。
但
し
、
こ
の
分
類
で
は
、
内
容
上
、
＜
仏
典
系
和
化
漢
文
∨
・
＜
漢
籍
系
和
化
漢
文
＞
・
＜
伝
記
系
和
化
漢
文
＞
と
い
っ
た
形
の
分
類
と

対
応
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
漢
語
の
意
味
・
用
法
や
出
自
が
和
化
漢
文
の
文
体
と
如
何
に
関
わ
っ
て
い
る
か
に
就
い
て
は
非
常
に
興
味
深

い
問
題
で
あ
り
、
こ
の
点
に
就
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
を
進
め
て
行
き
た
い
。

（
5
）
‥
こ
の
よ
う
な
僧
伝
資
料
に
独
自
な
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
が
従
来
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
背
景
は
、
従
来
の
国
語
史
研
究
に
於
い
て
僧
伝
資
料
が
等

閑
視
さ
れ
て
い
た
為
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
研
究
に
於
け
る
僧
伝
資
料
へ
の
目
配
り
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
。

（
6
）
‥
可
能
性
と
し
て
は
、
韻
文
・
散
文
と
い
っ
た
分
類
も
一
案
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
就
い
て
は
、
今
後
、
具
体
的
な
漢
語
を
検
討
し
て
い
く
こ



と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

＜
調
査
文
献
＞

調
査
文
献
に
就
い
て
は
、
索
引
の
存
す
る
も
の
に
就
い
て
は
こ
れ
を
用
い
た
。
又
、
索
引
の
存
し
な
い
も
の
に
就
い
て
は
、
適
宜
、
天
理
善
本
叢
書
・

大
日
本
古
記
録
・
増
補
史
料
大
成
・
国
史
大
系
・
新
校
群
書
類
従
・
大
正
新
修
大
蔵
経
・
そ
の
他
の
影
印
本
乃
至
は
活
字
本
を
用
い
た
。
尚
、
用
例
を
掲

げ
た
本
邦
文
献
に
就
い
て
は
以
下
に
示
す
。

・
『
唐
大
和
上
東
征
博
』
（
寧
欒
遺
文
）
・
『
日
本
霊
異
記
』
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
『
慈
覚
大
師
俸
』
（
『
新
校
群
書
類
従
』
）
・
『
贈
大
僧
正
空
海

和
上
侍
記
』
（
『
新
校
群
書
類
従
』
）
・
『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
（
天
理
善
本
叢
書
『
古
楽
書
遠
珠
』
）
・
『
大
師
御
行
状
集
記
』
（
『
新
校
群
書
類

従
』
）
・
『
拾
遺
往
生
博
』
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
真
福
寺
本
‥
原
本
に
よ
る
確
認
済
み
）
・
『
後
拾
遺
往
生
侍
』
（
岩
波
日
本

思
想
大
系
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
真
福
寺
本
‥
原
本
に
よ
る
確
認
済
み
）
・
≡
外
往
生
記
』
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
真

福
寺
本
‥
原
本
に
よ
る
確
認
済
み
）
・
『
高
野
山
往
生
博
』
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
高
野
山
大
学
本
‥
原
本
に
よ
る
確
認
済

み
）
・
『
弘
法
大
師
御
俸
』
（
『
新
校
群
書
類
従
』
）
・
『
大
鏡
』
（
『
大
鏡
の
研
究
』
）
・
『
源
氏
物
語
』
（
『
源
氏
物
語
大
成
』
）
・
『
績
日
本
紀
』
（
新
訂
増
補
国

史
大
系
）
・
『
日
本
文
徳
天
皇
貿
錬
』
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
・
『
檀
記
』
（
増
補
史
料
大
成
）
・
『
左
繹
記
』
（
増
補
史
料
大
成
）
・
『
長
秋
記
』
（
増
補
史

料
大
成
）
・
『
永
昌
記
』
（
増
補
史
料
大
成
）
・
『
東
山
往
来
』
（
教
科
書
大
系
）
・
『
本
朝
無
題
詩
』
（
『
群
書
類
従
』
）
・
『
本
朝
緯
文
粋
』
（
新
訂
増
補
国
史

大
系
）
・
『
音
欒
根
源
抄
』
（
天
理
善
本
叢
書
『
古
楽
書
道
珠
』
）
・
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
（
六
地
蔵
寺
本
）
・
『
紀
伊
囲
金
剛
峯
寺
解
案
』
（
平
安
遺

文
）
・
『
僧
斎
然
結
線
状
』
（
平
安
遺
文
）
・
『
珍
慶
田
地
施
入
状
』
（
平
安
遺
文
）
・
『
水
左
記
』
（
増
補
史
料
大
成
）
・
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
（
岩
波
日
本

思
想
大
系
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
真
福
寺
本
‥
原
本
に
よ
る
確
認
済
み
）
・
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
法
華
経
侍
記
』
（
稿
者
の
原
本
調
査
に
よ
る
）
・

『
探
要
法
華
験
記
』
　
（
醍
醐
寺
本
）

（付記）

本
稿
は
、
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
第
三
十
八
回
大
会
（
平
成
四
年
十
一
月
十
四
日
　
於
徳
島
大
学
）
に
於
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
纏
め

た
も
の
で
あ
る
。
席
上
で
は
下
河
部
行
輝
氏
・
山
本
真
吾
氏
よ
り
、
そ
の
折
の
研
究
懇
談
会
で
は
関
一
雄
氏
・
榎
木
久
薫
氏
よ
り
、
発
表
後
に
は
鈴
木
博

先
生
・
沼
本
克
明
先
生
・
原
卓
司
氏
・
山
本
秀
人
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

又
、
成
稿
に
際
し
て
、
小
林
芳
規
先
生
・
室
山
敏
昭
先
生
に
は
終
始
変
わ
ら
ぬ
御
教
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
銘
記
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て




